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n ≥ 1における, 次の移流拡散方程式に対する初期値問題の定数定常解の安定性につ
いて考える: 

∂tu−∆u+∇ ·
(
u∇(β1ψ1 − β2ψ2)

)
= 0, t > 0, x ∈ Rn,

−∆ψ1 + λ1ψ1 = u, t > 0, x ∈ Rn,

−∆ψ2 + λ2ψ2 = u, t > 0, x ∈ Rn,

u(0, x) = u0(x), x ∈ Rn.

(AR)

ここで, β1, β2, λ1, λ2 > 0でありu(t, x) : R+ × Rn → R+, ψj(t, x) : R+ × Rn → R (j =

1, 2)は未知関数である. この移流拡散方程式 (AR)の第二式および第三式はHelmholtz

方程式であることからψj = (λj −∆)−1uで与えられているものとする. 移流拡散方程
式は適当な枠組みにおいて解の性質を考えることにより, 質量保存則が成立する. す
なわち, u0 ≥ 0なる u0 ∈ L1(Rn)が適当な条件を満たせば, 対応する解 uもほとんど
至るところ u ≥ 0となり ∥u(t)∥1 = ∥u0∥1が成立する. こうした保存量は移流拡散方
程式の解の時間大域挙動の解明に重要な役割を果たす一方, 全空間Rnにおける可積分
性に依拠した枠組みであることから, 方程式の構造から自然に導出される定数定常解
(u, ψ1, ψ2) = (A,A/λ1, A/λ2) (A ∈ R)を含めることができない.

本講演では定数定常解を含む枠組みとして, 時間局所解の存在性と初期値の局所的な
特異性の強さの関係に着目した一様局所Lebesgue空間をもとに, 方程式 (AR)の定数定
常解 (u, ψ1, ψ2) = (A,A/λ1, A/λ2) が安定となる定数Aの閾値について述べる. 本発表
は山田哲也氏 (福井工高専)との共同研究に基づく.
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